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第283回教育研究評議会 議事要旨 

 

日 時：令和７年６月４日（水）13：15～14：44 

場 所：マルチメディアシステム棟 会議室 

出席者：25名 

 

（会議資料） 

     第282回教育研究評議会議事要旨（案） 

１     令和６年度の計画に係る中期目標・中期計画等進捗状況に関する自己評価書 

２－１   J-PEAKS実施体制案 

２－２   国立大学法人長岡技術科学大学J-PEAKS統括本部規則（案） 

２－３   国立大学法人長岡技術科学大学SX研究大学推進会議要項（案） 

２－４   国立大学法人長岡技術科学大学SX推進協議会要項（案） 

２－５   J-PEAKS統括本部構成員（案） 

３－１   国立大学法人長岡技術科学大学内部質保証規則の一部改正（案）新旧対照表 

３－２   国立大学法人長岡技術科学大学内部質保証規則（案） 

４     ５年一貫制博士課程のカリキュラム・ポリシーの一部改定（案）新旧対照表 

５     修士課程のカリキュラム・ポリシーの一部改定（案）新旧対照表 

６－１   教員の採用に係る申請書 情報・経営システム系（マネジメントシステム講座） 

６－２   教員の採用に係る申請書 情報・経営システム系（データサイエンス講座） 

６－３   教員の採用に係る申請書 物質生物系（生体環境工学講座） 

６－４   教員の採用に係る申請書 物質生物系（材料創成工学講座） 

６－５   教員の採用に係る申請書 環境社会基盤系（防災システム講座） 

６－６   教員の採用に係る申請書 量子原子力系（原子力技術講座） 

７     大学機関別認証評価 自己評価書 

参考    大学機関別認証評価に係る対応状況について 

８     令和６年度実施 教職課程の自己評価 評価報告書（案） 

９     令和６年度改善・向上状況報告書等（案） 

参考    改善・向上事項及び状況報告（令和６年度期末報告時点） 

１０    国立大学法人ガバナンス・コード全原則に対する長岡技術科学大学の適合状況 

（令和７年度）（案） 

参考１   国立大学法人ガバナンス・コードにかかる適合状況等に関する報告書(令和６年度) 

参考２   国立大学法人ガバナンス・コードにかかる適合状況の確認スケジュール（予定） 

 

 

（前回議事要旨の確認） 

 

   第282回議事要旨の確認について 

学長から、議事要旨（案）のとおり確認された旨の報告があり、これを承認した。 

 

 

 



（審議事項） 

 

 １  令和６年度の計画に係る中期目標・中期計画等進捗状況に関する自己評価について 

     武田理事・副学長から、資料１に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

  

２  J-PEAKS統括本部規則等の制定について 

    学長から、資料２－１～２－５に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

  

３  国立大学法人長岡技術科学大学内部質保証規則の一部改正について 

    武田理事・副学長から、資料３－１～３－２に基づき説明があり、審議の結果、これを承

認した。 

 

４  ５年一貫制博士課程のカリキュラム・ポリシーの一部改定について 

    鈴木副学長から、資料４に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

５  修士課程のカリキュラム・ポリシーの一部改定について 

    鈴木副学長から、資料５に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

６  教員の採用に係る申請について 

    李情報・経営システム系長から資料６－１及び６－２、滝本物質生物系長から資料６－３

及び６－４、佐野環境社会基盤系から資料６－５、末松量子原子力系長から資料６－６に基

づきそれぞれ説明があり、審議の結果、資料６－３、６－４及び６－５を一部修正すること

とした上でこれを承認した。 

 

７  大学機関別認証評価に係る自己評価書について 

    武田理事・副学長から、資料７に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

８  教職課程の自己評価評価報告書について 

武田理事・副学長から、資料８に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

９  令和６年度改善・向上状況報告書等について 

武田理事・副学長から、資料９に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

（報告事項） 

 

１  国立大学法人ガバナンス・コードの適合状況について 

上地副学長・事務局長から、資料10に基づき、国立大学法人ガバナンス・コードの適合状況

について報告があった。 

 

（その他） 

 

学長から、勤務時間外でのメール送信や会議は極力避ける旨の発言があった。 

以 上 


